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平成28年社会生活基本調査でみる鳥取県
～生活時間に関する結果から～

社会生活基本調査は、生活時間の配分及び自由時間における主な活動について調査し、社会生活の実態を明らかに
するもので、５年ごとに行われています。
平成２８年調査は、全国の約８万８千世帯に居住する約２０万人、鳥取県では約１，５００世帯に居住する１０歳以上の
世帯員を対象に、平成２８年１０月２０日現在で実施されました。

行動の種類別にみる１日の生活時間（週全体平均）

１日の生活時間を男女別にみる

と、１次活動と２次活動は女性が長

く、３次活動は男性が長くなっていま

す。

平成２３年と比べ、男性は１次活

動時間では増減はなく、２次活動時

間が１３分増加、３次活動時間が

１３分減少しています。一方、女性

は１次活動時間が１分減少、２次活

動時間が４分減少、３次活動時間が

６分増加しています。

週全体の生活

時間を年齢階級

別にみると、「仕

事」と「家事関

連」の割合に大

きな男女差があ

ることが分かり

ます。

また、仕事時

間は、男女とも

に４５～５４歳が

最も長くなって

います。

年齢階級別にみる生活時間（週全体平均）

家事関連時間の推移（週全体平均・１５歳以上）

家事関連時間の推移をみると、平成２３年に比べ男性は７分減少し、女
性は１０分減少しています。男女差は縮小されてきていますが、依然とし
て大きな差があります。

【１次活動】睡眠、食事など生理的に必要な活動

【２次活動】仕事、家事など社会生活を営む上で

義務的な性格の強い活動

【３次活動】１次活動、２次活動以外で各人が自

由に使える時間における活動

６歳未満の子どもを持つ夫・妻の家事・育児時間

（週全体平均・夫婦と子どもの世帯）
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睡眠 身の回りの用事 食事 通勤・通学 仕事 学業 家事関連 ３次活動
（家事、介護・看護、育児、買い物） （テレビ、新聞、休養、学習、趣味、スポーツ等）
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６歳未満の子どもを持つ夫・妻の家事・育児時間をみると、平成２３年
に比べ、夫の家事、育児時間はどちらも増加しています。妻は、家事時
間が１時間減少し、育児時間が４６分増加しています。
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１次活動（睡眠・食事など） ２次活動（仕事・家事など） ３次活動（テレビ、休養、趣味など）


